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自動電話交換機回路に現ゎれる

瞬時電圧と その対策(その2)
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InducedVoltageintheCircuitsofAutomaticTelephone

Exchange andIts Prevention(PartII)

By ToshiKitamura

Totsuka Works,Hitachj,Ltd.

Abstract

In Vol･34N~0･12issue,the
writer,forthe purpose of working out such a

method of controllinginduced voltage as was especially needed for TypeトE

Repeator,Clarified the generalproperties ofit,anddiscussedthereintheresultsof

investigationsan-dthecounterrneasuretheyorganized.

This article,aS a Sequelto the above report,dealswiththeinduced voltage

nowinginthecircuitsofordinarytypesofautomatictelephone
exchanges,i.e.,the

research was made this time especially on the parts of Line Switch,Selectorand

Connector,tOStudytheinduced
voltage appearingin these circuits momentarily at

thetimeoftheirfunctioning.

〔Ⅰ〕緒

先に本誌Vol.34,No.12

詰交換機回路に発生する

盲

に放てストロトジャ式目動

て､1号EレビータのC継

その際生じた絶縁

対

庄の最も著しい例とし

器の場合に就いて報告し､

事故の防止策としてはどのような

を立てたらよいかも論じた｡

然るに､翻って他の一般自動電話交換機の回路開閉時

に発生する誘起電圧に関してはどうかというに､堀江､

且氏(1)r2)以来､最近ほとんど発表されていない現状にあ

る｡

元来､我国に於ける交換機ほ､その大部分が直輸入の

まゝを､安｣L､して踏襲してきたことや､誘起 圧による

絶縁劣化等の事情がつかみにくいこと等のために､接点

の焼損防止の点からの考察(3)を除いては､誘 圧に就

いて､ほとんど検討を加えられることがなかったようで

ある｡

そのため､従
､やゝもすれば､回路設計に当って､

日立製作所戸塚工場

その点の注意が不十分であったり､スイッチの試験､保

守の 用の適正を欠いたりLた場合も､少くないと思わ

れる｡

たまたま､今回､1号Eレピ←タに

トロ←ジャ式目動

達して､他のス

話交換器回路に現われる 圧に閑し

ても､若干調査する機会を得たので､本稿ではその2と

して､種々の 調査結果に就いて報告し､大方

賢の御参考に供したいと思う｡

〔ⅠⅠ〕.誘導負荷回路の過渡現象

周知のように日動電話交換回路は多数の

その接点とから出

磁継電器と

ていて､回路の負荷が大部分相当大

荷であるために､交換機に供給される定

圧は48Vではあるが､回路が開かれる瞬間に発生する

電圧は､その10倍から20倍にも達する場合がしばしば

生ずる｡

しかもこれ等の電圧の値自身は､接点問に生ずる火花

と密接な関係にあるが､一方火花は温湿度はもとより接

点の形状､接点悶離速度､接点間隔､回路の減衰常数､
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第1図

Fig.1.

電磁継電器巻線の等価回路

Equivalent Circuit of Electro-

Magnetic Relay Coil

電流密度等によって大きく左右されるために､

特性を定量的に故うことは､極めて困難である｡

今､簡単に電磁継 終回路の電圧特性を知るために､

第1図(a)のようにこれ を集中常数回路で表わせば､

計算により､回路開放時の特性は(1)式で表わすことが

出来る｡

人ソご JごJご

〟-J･l/､､八一J･･

勿論､回路閉成時の電圧は供給

_R_土ヱ右ノー

.(1)

圧Eであるから､接

点(ざ)の開閉一周期に於ける特性は同国(b〕のようにな

る｡特に接点の開く瞬間に於ける電圧ほ

ー(γ一足)`ヽJI‥～I･

人■
E

であって､火花抵抗(わと正比例の関係にある｡

際の

し実

磁継電器回路にあっては､上述のように火花抵抗

が複雑な要素に左右されることの外に､継電器巻線が鉄

芯上にほどこされているために生ずる影響も加わるので

現象としては一層複雑になってくる｡

第2図は参考として基心コイルに対する鉄心､鍋心の

電圧特性に及ぼす影響を示したものである｡この場合､

垂心コイルとしては､構造､巻数共に普通のインパルス

継電器と同一仕様のもの即ち抵抗(200J2+200J2)イン

ダクタンス数ヘンリーのものを作り､これを白金､金､

鉄合金(P.G.S･)のメーク接点を通して､48Vの直流電

源に接続し､接点は14血p/sec,38･5% メrクの周期

で駆動して瞬間に現われる 起電圧をブラウソ管オッシ

ログラムによって､撮影した｡
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第2図 空心コイル､鉄心コイル､銅心コ

イルの誘起電圧特性

Fig.2.Induced Voltage Characteristics

ofNon-COreCoil,IronCoreCoil,

and Copper Core Coil

第1表

Tablel.

瞬 時 電 圧
一 覧 表

Table of VariousInduced Voltage

Valve

14

15 13
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節3図 自 動 交 換 機 接 続 回 路

Fig.3. Circuit Diagram of Strouger TypeAutomatic

Exchange Equipments

｢誌｣㊥⑪はそれぞれ桓)⑩にて火花消去回路を除去し

た場合･を示す｡

第4図

Fig.4.

ブラウソ管オツシログラフによる 起電圧特性

Induced Voltage Phenomena by Braun Tul)e

Osci1lograph
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〔ⅠⅠⅠ〕種々の誘起電圧

ストロージャ式自動電話の交換接続に於て､最も一般

的に使用され､又他の回路の
一本と考えられるのほ､ラ

インスイッチ､セレクタ､コンネクタの三種 のスイヅ

チであるので､こゝではこれらのスイッチの動作過程に

発生する誘起

勿論､自動

圧に克たいてのみ記述することゝする｡

話交換機に於ては､他にも用途に応じて

様々な機種のスイッチを使用するが､これは上記三侵類

のスイッチの場合より容易に推察することが出来ると思

われるので､こゝでは省略した｡又コソネクタでも､上

昇回転回路は､略々セレクタと等い､ので報告はインパ

ルス受信回路に限ってある｡

さて､第3図が問題とするラインスイッチ､セレクタ､

コソネクタの接続回路である｡同園で○印を以って示し

たのが測定箇所であって､数字は第l表記載のものと対

広させてある｡表中の 圧の値は､較正されたブラウン

管オブシログラフによって数回測定した結果を平均した

ものであるが､前回､1号Eレビータの報告に於ても､

一寸触れたように､種々の条件による 圧の変動が著し

く､箇々の測定値については±20%の上下があった｡

次に第4図に示すのがこれ等の測定箇所に於ける 圧波

形の撮影結果である｡これも写真番号は第1襲の該当欄

の番号と対応させてあるが､たゞ測定条件としては現象

波形を静止させるために､実際の接続過程に於てほ､唯

一回の動作復旧しか行わないものも､自己断続か､

インパルスを与えることによって､同期をとって撮影し

た｡これ等の結果より､誘起電圧の発生時問ほ､せいぜ

い数ミリセカンドに過ぎないが､瞬間波高値ほ1,000V

にも達する箇所があり､特に接点腰眉間題や､絶縁処三哩

問題に関しては十分注意する必要が認められる｡

然し､平均1,000Vの高 圧を発生するセレクタのA

継電器回路は､実際の使用状態では線路ケ←ブルによる

直列又は並列インピーダンスが入るために､線路が 5

mile以上ともなれば､ほとんど問題でほなくなる｡

第5図に擬似ケーブルを使用した場合のA継電器の特

性を示した｡線路が短い場合も､ダイヤル中は､現在の

電話機のダイヤル回路には火花消去回路が入っているの

で､主として問題となるのほ､セレクタのD継

き､d(3.4)接点によりA鮭

器が仇

器回路で切断される場合

と､加入者がフヅキングをした場合とである｡前者に対

してほ50号の新スイッチでほd(3.4)接点を高級接点

にすることにより接点の焼損だけは防止しているが電圧

抑制に就いてほ未だ十分検討されていない｡最近､市川

電話交換局等で認められた一線の絶縁劣化の問題も､上

記の問題と関係があるのではないかと思われる｡これに

こ)

出
掴
呈

､

｡Eロ‥ ダイヤル楕真のみの塙合

X印二 火花消去回琵各を挿入した浣合

J /

第5図

Fig.5.
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セレクタのA継電器による瞬時電圧曲線

Induced VoItage Characteristics of

A Relay Usedin Strouger Type

Selector Switch
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第6図

Fig.6.

瞬時電圧と火花消去回路定数との関係

Relation betweenInducedVoltageand

Spark Quench Circuit Constant

関しては目下芦験検討中である｡

〔ⅠⅤ〕火花消去回路と誘起電圧

上 のように､自動電話交換機回路の誘起

較的高いので､特に高

庄は､比

庄を発生する局部制御回路忙あ

っては､接点の選定を考慮する外､別に火花消去回路を

用いることが古くから行われている｡

火花消去回路ほ何れも､電磁エネルギの側路を作る点

でほ同じであるが､方法としては､コンデンサーと抵抗

を用うるもの(コンデンサーシャント法)､無 坑
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第7図

Fig.7.
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瞬時電圧と無 導並列抵抗との関係

Relation betweenInducedVoltage

and Non-Inductive Resistance of

ParallelCircuit

を用うるもの(無 抵抗シャン1､法)､整流器や放 管

あるいはバラストランプを用うるもの等程々あって､主

として価格や寿命の点から､交換機には､コンデンサー

シャント法と無 導抵抗シャント注が採用されている｡

第3図に於ては､ラインスイッチの回転 磁石(略号

R)回路､セレクタの上昇回転電磁石回路に前者を､セ

レクタのE継電器､復旧 磁石(略号MZ)回路に後者

を用いている｡第`図､第7図､第8図ほ､その場合の

消去回路の定数と 圧との特性を示したものであ

る｡同図の特性を見れば分るように､現在採用されてい

る定数は､

ない｡

庄の点のみからは､必ずしも最適とはいえ

なお､セレクタの耶匪電器に並列に挿入されているパ

ーマネントグロ←ランプは監視用ではあるが､無誘導抵

抗シャント法と同様に作用し､その

である｡

〔Ⅴ〕結 盲

に顕著

以上､自動電話交換機回路に現われる瞬時電圧の報告

節8図

Fig.8.

瞬時電圧と無誘導並列拭抗との関係

Relationl=etWeenInducedVoltage

and Non-Inductive Resistance of

ParallelCircuit

として､代表的回路であるラインスイッチ､セ

レクタ､コンネクタを選び､その動作時に現れる瞬時電

圧の現状に就いて説明した｡本稿に於ては 圧制御回路

とその定数の決定法の詳細に関しては触れなかったが､

それに就いてほ現在研究中であるので､いずれ結論を得

たら､御報告したいと考えている｡

終りに本実験研究を行うに当り､御指導､御鞭撞を賜

った日立製作所戸嫁工場､田島課長､中野､野上両主任､

並びに[ 係各位に感謝すると共に､実験に御協力頂いた

横浜大学谷田部栄一君に謝意を表する次第である｡

参 考 文 献

(1)堀江貞二郎､且憲一郎‥ 電試報告197昭和'2

(2)堀江貞二郎､且憲一即､戸谷二郎:電

昭和2

報告36

(3〕例えば､鳳誠三郎‥ 電気接点と開閉接触子克誠

堂昭和25



第35巻

◎ 東京電力株式会社納潮田発 所用

55,000kW タ←ビン並びに発

◎ 東京 力株式会社納潮田発

日 立 評 論

磯.
.‥日立製作所･日

所用

立

藤
林
地

佐
高
菊

/
l
し

場

55,000kVAタービン発電機水素冷却制御方式………‥｣㍑酢所ほ立昌分着工笠
◎ 東京電力株式会社納潮田発 所用

日立二胴型ボイラに就いて‥･
･･･日立製作所･日

立 工

◎ 東京 力株式会社納潮田発電所用150tボイラ用

博
人
郎十

乍滴

ベンコソトロ㌧-ル附タrボブアンの構造及び特性‥‥ ...日立製作所･川
崎 工 場 河 田 直 幸

◎東京電力株式会社白根発電所に於ける断路器の耐氷雪試験‥普遍晶㌘｡慧品濃工芸見下霊宝墓
◎ 多数共同加入電話交換機の一方法……………………日立製作所･戸 塚 二亡 場 大 塚 英次郎

◎ 油 圧 式 調 速 装 置(第2報)‥‥･
･‥日立製作所･日

立 工 場 粂 野 寺

◎ 真峯管を含むRC伝送四端子網の設計理論…………‥日立製作所･戸 塚 工 場 田 島

◎ 酸化物陰極真峯管の寿命(第1報)…………………･日立製作所･茂 原 工 場 北 川 賢 司

寿命の早期推定法に就いて

◎ 高速エレベータの着床性能の改善‥･ ‥･日立製作所･日立国分分工場

◎診断用Ⅹ線速写装置に就いて……………･日立製作所･亀戸工場接
◎ カ ー ボ ンバ イ ル の 特性.‥･

‥･日立
作所･日 立研究

◎ 答電専用台革のカム式吊りこ/クに就いて………………日立製作所･笠 戸

｣l茂所

◎ ホ モ r ゲ ソ の 研 究……………………日立製作所･笠 戸 工 場

◎電線製造財イヤモンドダイスの実線……････日立製作所･日立電線工場惰
◎ 諸種金属材料の引抜による加工硬化曲線に就いて………･日立製作所･日 立 工 場/ト

◎ パッキング･メタルの漏洩測定……………………‥日立製作所･中央研究所 大

森 和

年

公

林

本略

河

原 秀

夫

平之

信二

男

夫

方男

弘

晴

◎ 砂鉄製錬に関する研究(第3報)……………･日立製作所･安 来 工 場 中 村 信 夫

カラス模型炉による木漠銑角炉の特性究明実験

箭慌既㌢丹毒 日 立 評 論

0
0
ハ
U

O
3
4

1
4
8

¥
¥
¥

月
月
年

カ
カ
カ

1
6
1′--′＼し

代誌
〒12

(送料共)
(送料共)




